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オムライス
その の り、 っ ！

●長浜市元浜町11- 23　●TEL：0749-62-0230
●営業時間：10：00～17：00(L.O.16：30）
●定休日：年末年始　●駐車場：なし

●近江八幡市永原町中12　●TEL：0748-32-5567

●場所：尾賀商店「Ｓｗｉｔｃｈ」
●時間：11：00～18：00
●定休日:火曜日、水曜日
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若狭の小浜から京の町まで25里（約100㌔）。鯖街道と呼ばれた比良、

比叡山麓の道は、西近江を南北に走る昔からの幹道です。

「海のある奈良」小浜は、神社や寺が多く、奈良の都との関係は深

いところ。

小浜から福井県境の宿場熊川を経て、今津の保坂から安曇川沿い

に国道367号線を南下する。朽木の里から大津エリアに入り、葛川

貫井、梅ノ木、坊村、坂下を経て、途中峠を越え、京の大原へと

続く鯖街道。戦国時代には、信長も家康も駆け抜けた道である。

若狭でひと塩した鯖が京に着くころ、塩が効いて、ちょうど食べ

ごろと言います。鯖の漁獲高が減り少々値段が高い若狭鯖の塩焼

きで、地酒を一杯といきたいものです。

●安曇川上流　ＪＲ堅田駅・安曇川駅よりバス利用。

絵と文・寺田みのる

鯖街道（安曇川かいわい）
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県内の風景を描きに、寺田さんがあなたの町を訪れるかも。住所、氏名、電話番号、掲載希望場所を明記してお寄せください。
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わずか１ページで終わった恋が、わずか１ページで終わった恋が、
永遠の長編になる永遠の長編になる―
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黒壁黒壁14號館號館
カフカフェレスェレストラン洋屋

よう　よう　 や

彦　根

大　津

●場所：びわ湖ホール 中ホール（大津市打出浜15-1）
●開演：1回目14：00（開場13：30）
　　　２回目19：00（開場18：30）
●料金：Ｓ席6,000円　Ａ席5,000円　※全席指定
●備考：６歳未満の入場不可
●問い合わせ：びわ湖ホールチケットセンター/ 077-523-7136（10：00～19：00）

大　津

●場所：大津市和邇文化センター ２階会議室（大津市和邇高城12/077-594- 8022）
●時間：13：30～16：30 　●料金：無料（予約不要）
●問い合わせ：あおい行政書士事務所/077-522-0299

6/27
（土）

6/20
（土）

6/20
（土）

湖　南

大　津

7/7
（火）

甲　賀6/28
（日）

6/27
（土）

●場所：みずほ文化センター
　　　（彦根市田原町11/ 0749-43-8111）
●開演：16：30（開場16：00）
●料金：一般2,500円　18歳以下2,000円 ※全席自由
●問い合わせ：ひこね市文化プラザチケットセンター/ 0749-27-5200

●場所：湖南市立甲西図書館（湖南市中央5-50）　●開演：19：00（開場18：30）
●料金：無料（250席・先着順）　●備考：20：00終演予定（若干延長の場合あり）
●問い合わせ：湖南市立甲西図書館/0748-72- 5550

●場所：あいこうか市民ホール（甲賀市水口町水口5633）
●開演：１回目12：00（開場11：30）
　　　２回目15：00（開場14：30）
●料金：前売り2,600円　当日2,900円
●備考：３歳以上有料
　　　（３歳未満も座席が必要な場合は有料）
●問い合わせ：あいこうか市民ホール/0748-62-2626

●場所：大津祭曳山展示館 ３階イベントホール（大津市中央町1-2-27/077-521-1013）
●開演：14：30（開場14：00）　●料金：大人2,300円　高校生以下1,000円（飲み物付き）
●問い合わせ：宮本/077- 523- 2709

ぬくい

かつらがわ

さば

ぼうむら

 

ますだおかだますだおかだますだおかだ

近江八幡市にある尾賀商店は築150

年以上の町家を改装して造ったお店。

レトロな雰囲気が漂う店内には、個性

豊かなショッ

プやギャラ

リーが同居

している。 そ

の中のひとつ

「Ｓｗｉｔｃｈ」

で、「鳩街少

女―ながい

昼寝とみじ

かい夜寝―」展が６月28日まで開か

れている。

今展の作者である「はとちゃん」は、

自らを「絵描き時々お針子度々旅人」

と称し、北は帯広、南は西表島ま

で全国各地で個展を開催しながら

旅をする。今年１月、この尾賀商

店で初めて個展

を開催したとこ

ろ、反響が大き

くその場で次の

展覧会の開催が

決まったという。 

「古いものの良さを伝えたい」という

はとちゃんの作品は、どこか懐かし

く幻想的で、見るものをひきつけて

やまない。 

今回は「少女」をテーマに新作を含む

約40点を展示。この中には近江八

幡や長浜を旅して描いた作品もあり、

どこかで見た風景に出会える。特に、

尾賀商店を描いた

作品も数多く、店

内のあちこちに

可愛らしい少女

達がひそんでい

るようだ。 

作品展示以外に、

ポストカードやバッジなどの雑貨

類も販売されており、「可愛い！」

と夢中になって選ぶ女性の姿が印

象的だった。

町家と作品が織りなすノス

タルジックな空間で、心や

すらぐひとときを楽しんで

ほしい。　     　（取材・福本）

長浜市の黒壁スクエアにあ

る「カフェレストラン洋屋」は、

蔵を改造した高い天井と大

きな窓が印象的なお店。

オムライスが人気だが、今回、

「黒壁」をイメージした新メ

ニューのオムライスが登場

して話題になっている。

今回頂いたのは
【黒壁オムライス】（1200円）

なんと、名前の通り、真っ黒なオムラ

イスだ！　白いクリームソースと赤いケ

チャップソースが黒を引き立て、ただ

ならぬ雰囲気を感じさせる。

外も黒、中も黒。恐る恐る一口いただ

いてみると、「おっと！」ハードな外観

とは裏腹に、甘い卵の味がふわっと広がっ

ておいしい。ライスも甘めの優しい味。

ライスの中に、ニンジン、タマネギ、

グリンピースの存在を感じることがで

きたが、見た目はどれ

も真っ黒。視覚と味覚

のアンバランスが何と

も楽しいオムライスだ。

「黒壁をイメージして、

洋屋の看板メニューと

なるように構想

を温めてきまし

た」と店長の柏

野清子さん。

黒の正体は「イ

カスミ」だと聞いて、一安心。

奇抜さだけではなく、次も食べたくな

る味へと、黒壁オムライスは日々進化

し続けているのだそうだ。　（取材・高原）

はとちゃんはとちゃんはとちゃん

尾賀商店を描いた
「江湖さんの小部屋」

店長の柏野さん（左）と店長の柏野さん（左）と
スタスタッフの布施友理さんフの布施友理さん
店長の柏野さん（左）と
スタッフの布施友理さん
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